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　アウターとしてのパンツ・スタイルは，２０世紀の前半頃から徐々に女性に着用されるように
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Abstract

A survey was made on women’s practice for wearing pants and their visual image for various types 
of pants style.　The results were as follows: a half of subjects had a tendency to wear pants every day 
and so, the proportion of skirt-wearing subjects was low.　Visual sensory test was performed using 
１６ different images of pants styles and the results were ranked into ５ levels.　The short pants and 
clothes made from soft materials were evaluated to be highly feminine by the subjects.　When the 
frequency of wearing was compared, the degree of favorable impression on pants look of feminine 
style was higher for the subjects usually wearing either pants or skirt than those wearing pants, not 
skirt.　Three factors; a factor related to high quality and formal impression, a factor of favorite and 
a factor related to impact and living attitude were extracted by factor analysis.　The images of tight-
fitting pants of light color and a pants style in combination with feminine tops were evaluated to be 
of high quality and much formal style.　The women’s students tended to have favorable impression 
on a style familiar to themselves and pants style that they admire.

Keywords:　Visual Sensory Test　視覚官能検査，Factor Analysis　因子分析，Semantic Differen-
tial Method　 SD 法，Pants style　パンツスタイル



なり，第二次世界大戦後以降，日本でも女性の日常着として急激に普及していった。現在では，

パンツは女性のワードローブの必需品であり，若い女性の間でパンツが男性アイテムであると

いう意識は見られない。

　パンツの種類は多く，ジーンズ，トラウザーズ，スラックス，カーゴパンツ，パンタロン，

サブリナパンツ，キュロットパンツ，バギーパンツ等，シルエット，素材，デザインによって

名称が異なる。毎年のようにパンツの流行は変化しており，時代や世代によってパンツに対す

る女性の嗜好やイメージも異なっている。また，トップスや小物とのコーディネートによって

も，パンツスタイルの印象は変化すると思われる。

　そこで本研究では，現代の女子大生のパンツに対する着用実態を調査すると共に，さまざま

なタイプのパンツスタイルに対して女子大生がどのようなイメージを抱くのか，また日常におけ

るパンツの着用状態によって，パンツスタイルへのイメージは異なるのかについて明確にする。

蠡　調　査　方　法

１．調査時期　　２００６年９月下旬頃

２．調査対象　　被験者は本学３，４年の女子学生５０名である。回収率１００％（有効回答数５０

人）。

３．調査内容　　質問紙法によるアンケート調査を実施した。

（1）　パンツに関する着用実態調査

　日常に着用するパンツの割合（パンツの着用頻度），パンツを着用する理由，所持している

パンツの種類と本数等について回答してもらった。パンツの着用頻度については，ほとんど毎

日パンツを着用し，滅多にスカートをはかない被験者を「パンツ派」，パンツとスカートを半

分の割合で着用する被験者および，ややパンツ着用が多いがどちらも着用する被験者を「両方

派」，スカートを多く着用する被験者を「スカート派」と分類した。

（2）　パンツスタイル画像に対する視覚評価

　ファッション雑誌からイメージの異なるパンツスタイル写真を１６種選定し，官能評価用の画

像試料とした。１６種のパンツスタイル画像（写真Ａ～写真Ｐ）を図１に示す。

　ファッション画像のイメージを表す形容語対１７個を設定し，SD 法を用いて，各写真につい

て「そう思う」「ややそう思う」「どちらでもない」「ややそう思う」「そう思う」の５段階で評

価してもらった（形容語対は図５～図８を参照）。　
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図１　パンツスタイル画像１６種

写真Ａ 写真Ｂ 写真Ｃ 写真Ｄ 写真Ｅ

写真Ｆ 写真Ｇ 写真Ｈ 写真Ｉ 写真Ｊ

写真Ｋ 写真Ｌ 写真Ｍ 写真Ｎ 写真Ｏ 写真Ｐ



蠱　結 果 ・ 考 察

1．　パンツに関する着用実態調査

　被験者である女子大生が日常どの程度の割合でパンツを着用しているのかについて調査した

結果，「パンツ派」（ほとんど毎日パンツを着用し，スカートは滅多に着用しない被験者）が半

数の２５名，「両方派」（パンツとスカートの両方を着用する被験者）が２３名であり，「スカート派」

（スカートを多く着用する被験者）は２名のみであった（図２）。このことから，若い女性の間

では圧倒的にパンツスタイルの方が支持されており，スカートを好んで着用する女性は少数で

あることがわかる。

　次に，パンツを着用したい理由を複数回答で答えてもらった。結果を図３に示す。

　「動きやすい」という回答が最も多く（２９％），次いで「脚を出したくない」（１２％），「着回

しがしやすい」（１２％），「コーディネートしやすい」（１１％）と続いた。このようにパンツを着

用する女性は，流行やファッション性よりも実用性を重視していることがわかる。また，「自

転車通学だから」と答えた被験者は８％と少なく，通学形態等のやむを得ない理由でパンツを

着用しているわけではなく，自分の意志でパンツを選択しているといえる。

　次に，被験者が所持しているパンツの本数をパンツの種類別に回答してもらった（所持本数

の多いパンツ３種について複数回答）。所持本数の平均値を，パンツ派と両方派に分けて集計し，

全員の平均結果とともに図４に示す。

　最も所持本数が多かったパンツはジーンズで平均４本であった。パンツ着用頻度で比較する

と，パンツ派は４．４本，両方派は３．５本となり，パンツ派の被験者の方が本数が多かった。反対

にサブリナパンツの場合は，両方派の本数が２．５本であったが，パンツ派の被験者には所持し
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図２　パンツの着用頻度 図３　パンツを着用する理由



ている者がみられなかった。サブリナパンツはふくらはぎ丈のぴったりとフィットしたパンツ

であり，パンツの中でもフェミニンなイメージが強い。そのことから，パンツ派の被験者には

支持されなかったのではないかと思われる。

2．　パンツスタイル画像に対する視覚評価

（１）官能評価プロフィール

　パンツスタイル画像Ａ～Ｐの１６種について視覚官能評価を行い，各画像の評価値平均を算出

し図５，図６の官能評価プロフィールに示した。

　「女らしい」という評価が高いのは写真Ｄ，Ｂ，Ｆ，Ｉ，Ｌ，Ｎ，Ｏであり，「男っぽい」と

評価されたのは写真Ｃ，Ｍ，Ｅ，Ｊ，Ｐであった。パンツの丈が短いもの，素材が視覚的に柔

らかいものは「女らしい」という評価が高くなる傾向がある。また，ボトムがハードなタイプ

であっても，コーディネートしているトップスがカラフルまたはフェミニンなタイプの場合，

全体の評価は女らしくなる。

　「好き－嫌い」の項目に注目すると，「好き」と評価されたのは写真Ｏ，Ｂ，Ｉであり，反対

に「嫌い」と評価されたのは写真ＪとＮであった。このように，男っぽく活動的なスタイルよ

りも，適度に女らしいイメージを持ったスタイルが好まれており，個性が強く奇抜なスタイル
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図４　パンツの種類別　平均所持本数
　　　　　　（所持数の多いもの３種について回答）



は敬遠されていることがわかる。

　次に，パンツの着用頻度によりパンツスタイルに抱くイメージに違いがあるのかについて比

較を行った。写真Ｄ，Ｆ，Ｇ，Ｌの４種について，パンツ派と両方派の平均評価値をプロット

したグラフを図７，図８に示す。各形容語対についてパンツ派と両方派の評価値の差の検定を

行った結果，写真Ｄは「男性受けする－男性受けしない」「流行の－定番」「好き－嫌い」の各
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　図５　官能評価プロフィール（写真Ａ～Ｈ） 図６　官能評価プロフィール（写真Ｉ～Ｐ）　
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図８　パンツスタイル画像の視覚評価
　　　官能評価プロフィール
　　　―パンツ着用頻度による比較―

（写真Ｇ，Ｌ）

図７　パンツスタイル画像の視覚評価
　　　官能評価プロフィール
　　　―パンツ着用頻度による比較―

（写真Ｄ，Ｆ）



項目について，写真Ｆは「セレブ－庶民的」，写真Ｇと写真Ｌは「まじめ－遊び人」の各項目

について危険率５％で有意差が認められた。写真Ｄは両方派の被験者の方が「男性受けする」

「流行の」「好き」と評価しており，日常生活でスカートを着用する女子学生の方に支持されて

いるスタイルであるといえる。写真Ｆについては，両方派の方が「セレブ」と評価しており，

お金持ちや上流階級のためのスタイルというイメージを持っている。写真Ｇと写真Ｌについて

は，パンツ派の学生の方が「遊び人」の服装であると評価している。暖色系の色使いがパンツ

派の女子学生に対して浮ついた印象を与えたのではないだろうか。

（２）　単相関係数

　表１にパンツスタイルの視覚評価に用いた評価項目（形容語対）間における単相関係数を示

す。特に数値が高い組み合わせに注目すると，「女らしい」と「フォーマル」「男性受けする」
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表１　パンツスタイルの画像評価　単相関係数表

派手―地味
大人っぽい
―子供っぽい

男性受けする
―しない

センスがいい
―悪い

きちんとした
―だらしない

高級―
安っぽい

フォーマル―
カジュアル

女らしい―
男っぽい

１．０００男っぽい―女らしい

１．００００．５５５**カジュアル―フォーマル

１．００００．７３３**０．４８０**安っぽい―高級

１．００００．７５０**０．７４０**０．５２０**だらしない―きちんとした

１．００００．５６２**０．５７０**０．３８９**０．３１０**センスが悪い―センスがいい

１．００００．６２１**０．５３３**０．５４２**０．４５０**０．５８８**男性受けしない―男性受けする

１．００００．５７８**０．５７９**０．７５０**０．７７２**０．６８４**０．４２４**子供っぽい―大人っぽい

１．００００．０５１０．１２５**０．０５１–０．００８０．１９８**０．０３００．１９５**地味―派手

–０．０３６０．４４２**０．５１９**０．７１８**０．４３９**０．４２９**０．３１７**０．２６３**着てみたくない―着てみたい

–０．０７７*０．６９２**０．６０１**０．５９７**０．７６５**０．６８６**０．６４２**０．５３７**下品―上品

–０．４１２**０．３４８**０．１９６**０．２４３**０．５２０**０．２８２**０．４３１**０．３２９**遊び人―まじめ

０．２７４**０．６９９**０．５２９**０．４３４**０．６４１**０．７４１**０．６７５**０．５３２**庶民的―セレブ

０．４２８**０．３１６**０．３６２**０．３２０**０．２０１**０．３８５**０．２４６**０．２８２**定番―流行の

０．３０９**–０．０４４–０．０７２*０．１２５**–０．１８７**–０．０２８–０．２３４**–０．２９５**おとなしい―活動的

–０．００４０．５１４**０．３０２**０．４９７**０．５３８**０．５０３**０．４０９**０．２０６**能力・才能がない―能力・才能がある

–０．１７４**０．０７９*０．２９６**０．４２５**０．１０４**０．０２８–０．０６２０．１２１**親しみにくい―親しみやすい

–０．０６９０．４０６**０．４９３**０．６８１**０．３９９**０．３７８**０．２４９**０．２６３**嫌い―好き

親しみやすい―
親しみにくい

能力・才能が
ある―ない

活動的―
おとなしい

流行の―
定番

セレブ―
庶民的

まじめ―
遊び人

上品―下品
着てみたい―
みたくない

１．０００着てみたくない―着てみたい

１．００００．５１８**下品―上品

１．００００．５４６**０．２３０**遊び人―まじめ

１．００００．２３０**０．６０８**０．３４４**庶民的―セレブ

１．００００．４６５**–０．１６６**０．２１４**０．２４２**定番―流行の

１．００００．１７２**–０．０４５–０．４０２**–０．１８７**０．１１０**おとなしい―活動的

１．００００．０７１*０．１４９**０．３７９**０．３８１**０．５２６**０．４２７**能力・才能がない―能力・才能がある

１．００００．２０８**０．０７７*–０．０１５–０．０４２０．２４０**０．２３１**０．４７８**親しみにくい―親しみやすい

０．６１２**０．４４９**０．０８８*０．２０７**０．２８０**０．２５６**０．４９６**０．８０１**嫌い―好き

 *p ＜．０５，  **p ＜．０１



「上品」「セレブ」等の項目との相関が高い。パンツスタイルであっても，高級感のあるアイテ

ムであれば女性らしさを表現することが可能である。

　「着てみたい」の項目と高い相関を示したのは「センスがいい」「男性受けする」「上品」「好

き」であった。パンツ派の被験者が半数を占めているとはいえ，ハイセンスで男性からも好ま

れるパンツスタイルを着用したいという願望があるようである。

　ほとんどの項目間において有意な相関がみられたが，反対に相関がみられなかった項目を見

てみると，「派手－地味」と「フォーマル性」，「センスの有無」，「大人っぽさ」，「好き嫌い」は

全く関係がないことがわかる。また，「流行－定番」と「親しみやすさ」についても相関はみ

られなかった。

（３）　因子分析

　パンツスタイル画像のイメージに関する基本因子を抽出するために，１７個の形容語対を変数
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表２　パンツスタイル画像の視覚評価　因子分析

因　子　負　荷　量

変　　数　　名
第３因子第２因子第１因子

インパクトと
生活態度

嗜好性
高級感と
フォーマル性

–０．０２４７０．０８６２０．６４６９男っぽい―女らしい

–０．１２２００．０２２４０．８４４３カジュアル―フォーマル

０．１４５４０．１９２５０．８４３４安っぽい―高級

–０．１７７２０．２４０２０．８２８９だらしない―きちんとした

０．１３３４０．４１７５０．５８８６男性受けしない―男性受けする

０．０３２５０．２５４３０．８０４４子供っぽい―大人っぽい

–０．２０９３０．３７５７０．７５８９下品―上品

０．２２８７０．０６５９０．８２１８庶民的―セレブ

–０．０６６４０．３９７００．４６２９能力・才能がない―能力・才能がある

０．１３５３０．６９０１０．４７１２センスが悪い―センスがいい

０．０７３９０．７９８４０．３１８８着てみたくない―着てみたい

–０．１３８５０．７２１４–０．０８１７親しみにくい―親しみやすい

０．０１３９０．８５４９０．２５１０嫌い―好き

０．６５６５–０．１３３６０．１５４７地味―派手

–０．６３７４０．２０２３０．４１２３遊び人―まじめ

０．５４５１０．１０３８０．３７１８定番―流行の

０．５２４００．１９５６–０．２１４３おとなしい―活動的

１．６４０　３．１１８　５．７６０　固有値

９．６４　　１８．３４　　３３．８８　　寄与率（％）

６１．８７　　５２．２２　　３３．８８　　累積寄与率（％）
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図９　パンツスタイル画像の視覚評価　　因子得点の分布図
第１因子と第２因子

図１０　パンツスタイル画像の視覚評価　　因子得点の分布図
第１因子と第３因子



に，被験者５０名の１６種の写真に対する評価を観測回数として因子分析を行った。その際，官能

評価値は１～５点とした。因子分析には主因子法を用い，バリマックス回転法により，軸回転

後の因子負荷量および各被験者の因子得点を求めた。その結果，表２に示すような固有値１．０

以上の３因子が抽出された。各因子の意味を検討した結果，第１因子は「高級感とフォーマル

性の因子」，第２因子は「嗜好性の因子」，第３因子は「インパクトと生活態度の因子」と解釈

した。

（４）　因子得点分布図

　４因子に対するパンツスタイル画像１６種の関係を検討するため，各画像の因子得点を算出し，

図９に第１因子と第２因子に対する画像の位置関係を，図１０に第１因子と第３因子に対する画

像の位置関係を示した。

　第１因子に関して，写真Ｄ，Ｌ，Ｆ，Ｏは高級感があり，女らしくフォーマルであると評価

されており，反対に写真Ｍ，Ｅ，Ｃはカジュアルで男っぽく，庶民的な評価が高い。写真Ｄ，

Ｌ，Ｆ，Ｏに共通する要素は，白・ベージュ・パステルなどの明るい色使いをしており，パン

ツは細身のシルエットである。また，トップスはジャケットやブラウス，アンサンブル等のア

イテムであり，靴はハイヒールを履いている。反対に写真Ｍ，Ｅ，Ｃの場合，暗い色使い，ルー

ズフィットなシルエットであり，トップスはＴシャツやパーカー等のニット素材，靴はスニー

カーやワークブーツである。

　第２因子に関しては，写真Ｏが最も「好き」，「着てみたい」と評価されており，写真Ｅがこ

れに続いている。また写真ＢとＩも好感度が高い。ＯとＥは第１因子は全く正反対に位置して

いるが，好感度は差がない。女子学生は自分にとって身近な印象のスタイルに好感度を抱くと

ともに，一度は着てみたいと憧れるパンツスタイルに対しても好感を持つといえる。

　第３因子に関しては，写真Ｊ，Ｎ，Ｉ，Ｃの評価が高く，これらは色彩のコントラストが強

いか，または，柄や装飾が多いスタイルである。反対に写真Ｋ，Ａ，Ｈは第３因子の評価が低

く，「地味」で「まじめ」と評価されている。写真Ａ，Ｈは暗いモノトーンの色調が要因であり，

写真Ｋは上下ともジャージ素材であるというホームウエア的な印象が要因になったと思われる。

ま　　と　　め

　女子大生のパンツ着用実態および，パンツスタイル画像を用いて視覚官能評価を行った結果，

以下のことが明らかになった。

１．女子大生の半数は毎日ほとんどパンツを着用しており，スカート着用率は低い。

２．パンツを着用する理由として，女子大生は動きやすさ等の実用面を重視している。
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３．パンツスタイル画像の視覚官能評価を行った結果，パンツの丈が短く素材が柔らかい服装

は「女らしい」評価が高くなる。合わせているトップスがフェミニンなタイプの場合も全

体の評価は女らしくなる。

４．女らしい印象のパンツスタイルについては，パンツ派よりもパンツ・スカート両方派の被

験者の方が好感度が高い。

５．パンツスタイル画像の官能評価について因子分析を行った結果，「高級感とフォーマル性

の因子」，「嗜好性の因子」，「インパクトと生活態度の因子」の３因子が抽出された。

６．明るい色彩で細身のパンツスタイルや，ドレッシーなトップスをあわせたパンツスタイル

画像については，高級＆フォーマル性の因子得点が高い。

７．女子学生は自分にとって身近なスタイルに対して，あるいは憧れる対象のパンツスタイル

に対して好感を持つ傾向がある。

　今回はパンツスタイル画像の印象変化についての調査を行ったが，女子大生のパンツ着用状

況やパンツスタイル画像の視覚官能評価の違いは，被験者の性に関する意識が大きく関与して

いると思われる。そこで今後は，女子大生のジェンダーおよび女性らしさの意識について調査

を行い，それらの意識とパンツスタイルの視覚評価の関係について検討していきたい。

　最後に，アンケートにご協力いただいた学生の皆様へお礼を申し上げます。
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